
第 １ 回

第 ４ 回第 ３ 回

第 ２ 回

高 校 生
定 員 ： 4 0 名 （ 先 着 ）

無 　 料

応 用 情 報 学 連 続 講 座
- 情 報 学 で 何 が で き る の か -

令 和 ８ 年 度  県 立 広 島 大 学  公 開 講 座

「 情 報 」 は 、 水 、 電 気 、 ガ ス な ど の 生 活 イ ン フ ラ に つ い で 重 要 な 社 会 イ ン フ ラ の 一 つ と な っ て い ま す 。 さ ら

に 、 今 後 も 情 報 学 に お け る 成 果 は 、 ま す ま す 社 会 で 活 用 さ れ る こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。 本 講 座 は 、 高 校 生 を

対 象 と し て 、 情 報 分 野 の 有 用 性 を 知 っ て も ら う こ と を 目 的 に 、 そ れ ぞ れ の 話 題 を 易 し く 解 説 し ま す 。 今 回 は 、

「 ア プ リ 開 発 」 、 「 エ ネ ル ギ ー 問 題 」 、 「 騒 音 制 御 」 、 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 に つ い て の お 話 で す 。

本 講 座 は 連 続 講 座 で す が 、 希 望 す る 講 義 の み の 受 講 も で き ま す 。

主 　 　 　 催 ： 県 立 広 島 大 学 　 地 域 創 生 学 部 　 情 報 学 科
お 問 合 せ 先 ： 県 立 広 島 大 学 　 地 域 連 携 セ ン タ ー 　 ☎ ： 0 8 2 - 2 5 1 - 9 5 3 4 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　✉： k o u z a @ p u - h i r o s h i m a . a c . j p
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７ 月 1 1 日 （ 土 ）
1 0 : 0 0～ 1 1 : 3 0

８ 月 １ 日 （ 土 ）
1 0 : 0 0～ 1 1 : 3 0

８ 月 2 2 日 （ 土 ）
1 0 : 0 0～ 1 1 : 3 0

９ 月 1 2 日 （ 土 ）
1 0 : 0 0～ 1 1 : 3 0

宇 野  健 　 准 教 授 重 安  哲 也 　 教 授

肖  業 貴 　 教 授 陳  春 祥 　 教 授

日 程 ・ 講 師 （ 県 立 広 島 大 学  地 域 創 生 学 部 　 情 報 学 科 教 員 ）

※ 講 座 の 詳 細 に つ い て は 裏 面 を ご 覧 く だ さ い 。

受 講 対 象 者

受 講 料

会 　 　 場

県 立 広 島 大 学 　
広 島 キ ャ ン パ ス 1 1 7 5 講 義 室
（ 広 島 市 南 区 宇 品 東 １ - １ - 7 1 ）

開 催 方 法

対 　 面

申 　 込

U R L ま た は Q R コ ー ド か ら 申 込 フ ォ ー ム に ア ク セ ス し 、 必 要 事 項 を ご 入 力 く だ さ い 。
【 申 込 U R L 】 ht t p s : / / f o r m s . o f f i ce . co m / r / R XQ K R z A b U B

　
※ 申 込 締 切 日 以 降 に メ ー ル で 受 講 案 内 を お 送 り し ま す 。
※ 本 学 か ら の メ ー ル （ @ p u - h i r o s h i m a . ac . j p ） や
　 添 付 フ ァ イ ル 付 の メ ー ル を 受 け 取 れ る よ う 、 設 定 の ご 確 認 を お 願 い い た し ま す 。

申 込 締 切 ： ７ 月 ３ 日 （ 金 ）



第 ア プ リ 開 発 入 門

第 ２ 回 　 E v ･ 再 エ ネ ･ D x で 変 化
す る 私 た ち の エ ネ ル ギ ー 事 情

第 　 A I で 合 成 し た 音 で
　 　 雑 音 を 消 せ る か ？

第 ４ 回 　 イ ン タ ー ネ ッ ト を 旅 す る
I P パ ケ ッ ト

〜デ ー タ は ど う や っ て 届 く の か〜

◆ 講 座 詳 細 ◆

７ 月 1 1 日 （ 土 ） 宇 野  健 　 准 教 授

ア プ リ 開 発 と 言 え ば 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ と 考 え る 人 が 多 い で す 。 確 か に プ ロ グ ラ ミ ン グ は 情 報 学
の 基 礎 で あ り 、 非 常 に 重 要 で あ る こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。 し か し 、 ア プ リ 開 発 に お い て は 、
プ ロ グ ラ ミ ン グ は 数 あ る 工 程 の 1 つ に し か す ぎ ま せ ん 。 そ こ で 、 こ の 講 座 で は 、 ア プ リ 開 発 と
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 正 し い 関 係 に つ い て 理 解 し て も ら う こ と を 目 的 と し 、 実 際 に 本 学 の 学 生 が 開
発 し た ア プ リ を 紹 介 し ま す 。

脱 炭 素 化 に よ る 地 球 温 暖 化 対 策 の 推 進 が 強 く 求 め ら れ て い ま す 。 中 で も 、 脱 炭 素 電 源 の 確 保 は
重 要 な 課 題 で す が 、 近 年 の DX （ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ） の 推 進 は 電 力 需 要 を 押 し
上 げ る と 予 想 さ れ て お り 、 脱 炭 素 化 の 見 通 し を よ り 困 難 に し ま す 。 今 回 の 講 座 で は 、 日 本 や 世
界 に お け る 電 力 需 要 や 脱 炭 素 電 源 の 導 入 な ど の 状 況 に つ い て 概 観 し ま す 。 ま た 、 関 連 す る 取 り
組 み と し て 、 E V や 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー な ど の 活 用 事 例 な ど に つ い て 紹 介 し ま す 。

８ 月 １ 日 （ 土 ） 重 安  哲 也 　 教 授

８ 月 2 2 日 （ 土 ） 肖  業 貴 　 教 授

近 年 E V な ど へ の 応 用 を 目 指 し た 能 動 騒 音 制 御 （ Ac t i ve  N o i s e  C o nt r o l :  A N C ） 技 術 は 先 端 的
A I の 一 つ と し て 大 変 注 目 さ れ て い ま す 。 本 講 義 で は 、 ま ず 、 A N C の 原 理 に つ い て 説 明 し 、 い く
つ か の 応 用 を 紹 介 し ま す 。 ま た 簡 単 な シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 通 し て A N C 技 術 の 性 能 と 有 用 性 を 示
し ま す 。

第 １ 回

第 ２ 回

第 ３ 回

第 ４ 回
９ 月 1 2 日 （ 土 ） 陳  春 祥 　 教 授

私 た ち が 毎 日 使 う イ ン タ ー ネ ッ ト で は 、 文 字 や 画 像 、 動 画 が 「 I P パ ケ ッ ト 」 と い う 小 さ な 単 位
に 分 か れ て 送 ら れ て い ま す 。 本 講 義 で は 、 情 報 の 小 包 で あ る 「 I P パ ケ ッ ト 」 を 主 人 公 に 、 送 信
端 末 か ら 出 発 し 、 ル ー タ や ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 目 的 地 に 届 く ま で の 流 れ を 、 身 近 な 例 や 図
を 用 い て 解 説 し ま す 。

※ 本 講 座 は 連 続 講 座 で す が 、 希 望 す る 講 座 の み の 受 講 も 可 能 で す 。

お 問 合 せ 先 ： 県 立 広 島 大 学 　 地 域 連 携 セ ン タ ー 　 ☎ ： 0 8 2 - 2 5 1 - 9 5 3 4 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　✉： k o u z a @ p u - h i r o s h i m a . a c . j p

全４回　①７/11（土）②８/１（土）③８/22（土）④９/12（土）
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